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創立記念日（１０月２６日〈水〉）
　10月26日は創立記念日。今年で56周年。全校集会
で創立の経緯、創立を支えた人たちの想い、創立か
ら今に至るまでの歴史についてお話しさせていただ
きました。

御殿場西高校が大切にしたいことは以下3つです。
①誠実さと、豊かな心
②Knowledge&Skillで、チャレンジし続ける
③地域を想い、地域を良くする

ありきたりに見えますが、創立の経緯を踏まえる
と、本当にこれが本校のミッションといえます。社
会変容によって、学校のあり方も大きく変わり、さ
まざまな新しい学びの形が求められています。ここ
近年は特にそれが大きく「ICT」「グローバル」「探
究活動」など、目の前のやらねばならないことがた
くさんあります。さらに本校は今年から組織が新し
くなり、考え方も大きく変わり、全体が変わりつつ
ある。

　だからこそ、創立の意義や、学校の原点を知るこ
とは本当に大切なことなのです。変わる時は大変で
すし、課題も多く、迷いも生じます。そんな時に戻
る場所があること、ブレないものを生徒も先生方も
一人ひとり共有していることが、今まさに求められ
ています。それなしにして、新しいことをいくらや
ったところで、小手先の実践でしかなく、学びの定
着や、カルチャーの形成には至りません。逆に言え
ば、それができれば新しい学びの数々も、やるべき
ことがより明確に振り分けるようになり、迷いも無
くなっていく。

今一度、原点へ。
迷ったら戻り、戻ったらそこから全力で進む。
さらなる未来へ挑むため。

創設者　勝間田芳麿先生

みんなのメッセージから成るふじいば
らアート。ご協力ありがとうございま
した！１２月末まで掲示します。



保護者の皆様へ
　いつも本校の教育活動にご理解とご協力をいただ
き、心より感謝申し上げます。今年度も残るところあ
と５ヶ月となり、３年生にいたっては４ヶ月となりま
した。進路決定の非常に重要な時期に入って参りまし
たが、最後の最後までやり切る力（GRIT）を大切にし
てもらいたいと思います。こだわりを強く持つこと、
目標を曲げないことは、受験において最も重要なこと
であると思います。
　残りわずかとなった高校生活。ここからもう一段階大
人になっていかなくてはなりません。学校生活を通し
て、日々成長してもらいたいと思います。

　さて、今月紹介したい本は『１０年後世界が壊れても、君が生き残
るために、今身につけるべきこと〜答えのない不安を自信に変える賢
者の方法〜（山口揚平）』です。タイトルの長さで面食らっちゃいま
すが、読みやすくていい内容だと思います。各チャプターごとにまと
めがあり、要点を振り返ることもできます。今、何気なく送っている
学校生活も、「このままじゃダメだな」と立ち止まって考えることは
必要です。そして、僕らは未来から逆算して今を生きることが大切な
わけですが、その未来っていつのことを言っているんでしょう？卒業
後？大学卒業後？いいえ、１０年後です。２８歳〜３０歳になるころ
に、ハッピーでいられるかでしょう。ハッピーってつまり？ひとそれ
ぞれです。自分が納得できる、充実した人生を送るために！

走り出した後期生徒会
　メンバーも一新してスタートした生徒会。１
１月２日に行われた生徒総会はこれまでとは一
味違うものでした。議題は「校則」について。
デジタル目安箱で集まった意見の中から、意見
の多かったものが生徒会提案でプレゼンされま
した。総会の次は職員会議でのプレゼンとなり
ます。生徒と教員が一緒に行う学校づくり。簡
単ではありませんが、こうしたステップを一つ
一つ踏みながら、立場も年齢も関係なく活発な
対話を行うことが大事です。意見の対立をいか
に「共創」につなげるか。楽しみです。

スクールドッグ活躍中
　さて、御殿場西高校の面白いところといえ
ば、２頭のラブラドールがいること。アンディ
とカールも生徒と触れ合う時間が楽しみで、い
つも校長室前ではしゃいでいます。この２頭と
のふれあいを通して、動物系の専門学校への進
学を決めた生徒もいます。嬉しいですねぇ。犬
との触れ合いは楽しいだけではなく、目には見
えない力があります。アンディとカールに温か
い何かをもらっているみたいです。
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